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紀美野町第３回定例会会議録 

 令和４年９月６日（火曜日） 

――――――――――――――――――― 

○議事日程（第１号） 

 令和４年９月６日（火）午前９時００分開議 

 第 １         会議録署名議員の指名 

 第 ２         会期決定の件 

 第 ３         諸般の報告 

 第 ４         仮議長の選任を議長に委任する件 

 第 ５ 議案第 ５０号 令和３年度紀美野町一般会計歳入歳出決算の認定について 

 第 ６ 議案第 ５１号 令和３年度紀美野町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 

             の認定について 

 第 ７ 議案第 ５２号 令和３年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計歳入歳 

             出決算の認定について 

 第 ８ 議案第 ５３号 令和３年度紀美野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の 

             認定について 

 第 ９ 議案第 ５４号 令和３年度紀美野町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認 

             定について 

 第１０ 議案第 ５５号 令和３年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計歳 

             入歳出決算の認定について 

 第１１ 議案第 ５６号 令和３年度紀美野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算 

             の認定について 

 第１２ 議案第 ５７号 令和３年度紀美野町東部簡易水道事業特別会計歳入歳出決算 

             の認定について 

 第１３ 議案第 ５８号 令和３年度紀美野町西部簡易水道事業会計歳入歳出決算の認 

             定について 

 第１４ 議案第 ５９号 紀美野町議会議員及び紀美野町長の選挙における選挙運動の 

             公費負担に関する条例の一部を改正する条例について 

 第１５ 議案第 ６０号 紀美野町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条 

             例について 
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 第１６ 議案第 ６１号 紀美野町立学校設置条例及び紀美野町立学校施設開放条例の 

             一部を改正する条例について 

 第１７ 議案第 ６２号 紀美野町美里の湯かじか荘条例の一部を改正する条例につ 

             いて 

 第１８ 議案第 ６３号 工事請負契約の変更について 

 第１９ 議案第 ６４号 令和４年度紀美野町一般会計補正予算（第３号）について 

 第２０ 議案第 ６５号 令和４年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算（第 

             １号）について 

 第２１ 議案第 ６６号 令和４年度紀美野町介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

             について 

――――――――――――――――――― 

○会議に付した事件 

 日程第１から日程第２１まで 

――――――――――――――――――― 

○議員定数 １２名 

――――――――――――――――――― 

○出席議員        議席番号   氏   名 

               １番 桐 山 尚 己 君 

               ３番 藤 井 基 彰 君 

               ４番 上 柏 睆 亮 君 

               ５番 七良浴   光 君 

               ６番 田 代 哲 郎 君 

               ８番 北 道 勝 彦 君 

               ９番 向井中 洋 二 君 

              １０番 美 野 勝 男 君 

              １１番 美 濃 良 和 君 

              １２番 伊 都 堅 仁 君 

――――――――――――――――――― 

○欠席議員 

             な  し 
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――――――――――――――――――― 

○説明のため出席したもの 

             職   名    氏   名 

            町 長 小 川 裕 康 君 

            副 町 長 細 峪 康 則 君 

            教 育 長 東 中 啓 吉 君 

            消 防 長 家 本   宏 君 

            総 務 課 長 坂   詳 吾 君 

            企画管財課長 中 前 貴 康 君 

            住 民 課 長 東 浦 功 三 君 

            税 務 課 長 坂   昌 美 君 

            保健福祉課長 森 谷 善 彦 君 

            産 業 課 長 吉 見 將 人 君 

            建 設 課 長 米 田 和 弘 君 

            教 育 次 長 曲 里 充 司 君 

            会 計 管 理 者 太 田 具 文 君 

            水 道 課 長 長 生 正 信 君 

            まちづくり課長 湯 上 増 巳 君 

            美 里 支 所 長（湯  上  増  巳）君 

            代表監査委員 菊 本 邦 夫 君 

――――――――――――――――――― 

○欠席したもの 

             な  し 

――――――――――――――――――― 

○出席事務局職員 

            事 務 局 長 井戸向 朋 紀 君 

            事 務 局 書 記 西 本 貴 哉 君 
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 開 会 

○議長（伊都堅仁君）    皆さん、おはようございます。 

  ただいまから、令和４年第３回紀美野町議会定例会を開会します。 

  皆様にお願い申し上げます。議場内におきましては、マスクの着用に御理解・御協力

をお願いいたします。 

（午前 ９時００分） 

――――――――――――――――――― 

○議長（伊都堅仁君）    それでは、これから本日の会議を開きます。 

  ここで謹んで御報告申し上げます。廣瀨隆一議員が、去る８月２７日に御逝去されま

した。誠に哀悼痛惜の極みであります。廣瀨隆一さんは、令和元年５月からこれまで、

町議会議員として町政の進展に尽くされましたことは、承知のとおりであります。中で

も、昨年１０月から議会活性化特別委員会の副委員長を務められ、これからの御活躍を

誰もが望んでいたところであり、誠に残念であります。 

  これより、故廣瀨隆一議員の追悼を行います。同僚議員が追悼演説を行います。 

  上柏副議長、登壇願います。 

（上柏睆亮副議長 登壇） 

○副議長（上柏睆亮君）    それでは皆さん、おはようございます。 

  まず、追悼の言葉を申し上げる前に、このたび御逝去されました廣瀨隆一議員の御遺

族の方には、衷心よりお悔やみ申し上げます。 

  ここに、私は皆様方のお許しをいただき、去る８月２７日、午後４時１８分に御逝去

されました故廣瀨隆一議員の御霊に対し、謹んで追悼の言葉を申し上げたいと思います。 

  生あるものの宿命とは申せ、あまりにも早く、議員一同惜別の情を禁じ得ないところ

であります。今、ここに立って在りし日の廣瀨隆一さんのお姿を思い浮かべるとき、胸

が締めつけられる思いであります。 

  あなたは、平成３１年４月、５９歳で紀美野町議会議員に初当選し、この間総務文教

常任委員、産業建設常任委員、議会運営委員を務められ、昨年の１０月からは議会活性

化特別委員会の副委員長として重責を担われるなど、議会の中核を担う役割も果たされ

ながら、町政発展に貢献してこられました。 

  ２年半前、大病が発覚した後は入退院の繰り返し、加療に努めながらの議会活動とな

り、言い尽くせぬほどつらい思いであったと推察するところでありますが、私たちの前
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では何一つ弱音を吐かず、最後まで努力を尽くしてやまないあなたの姿には、つくづく

頭が下がる思いでいっぱいであります。私たちは、廣瀨隆一さんの町を愛する意思を継

承し、町政発展と町民福祉の向上に尽くす決意を、ここにお誓いするものであります。 

  私たちは、廣瀨隆一さんの生前の議会における御活躍の雄姿を偲び、心から御冥福を

お祈り申し上げ、御遺族皆様の前途と、町政の発展に限りない御加護を賜りますようお

願い申し上げ、追悼の言葉といたします。 

（上柏睆亮副議長 降壇） 

○議長（伊都堅仁君）    以上で、追悼演説を終わります。 

  ここで、故廣瀨隆一議員の御冥福をお祈りし、謹んで黙祷をささげたいと思いますの

で、２番席に向かいまして御起立をお願いいたします。 

〔全員起立〕 

○議長（伊都堅仁君）    黙祷。 

〔全員黙祷〕 

○議長（伊都堅仁君）    黙祷を終わります。御着席ください。 

〔全員着席〕 

○議長（伊都堅仁君）    それでは、日程に入ります。 

  本日の日程は、お手元に配付のとおりです。 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（伊都堅仁君）    日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定によって、６番、田代哲郎

君、８番、北道勝彦君を指名します。 

◎日程第２ 会期決定の件 

○議長（伊都堅仁君）    日程第２、会期の決定の件を議題とします。 

  議会運営委員長から調査結果の報告を願います。 

  議会運営委員長、向井中洋二君。 

（議会運営委員長 向井中洋二君 登壇） 

○議会運営委員長（向井中洋二君）    おはようございます。 

  それでは、報告させていただきます。 

  去る８月３０日、議会運営委員会を開催いたしましたので、その結果について御報告

申し上げます。 
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  会期は、本日から２２日までの１７日間とし、会期中の会議予定につきましては、お

手元に配付の会期日程表のとおりであります。 

  以上で報告を終わります。 

（議会運営委員長 向井中洋二君 降壇） 

○議長（伊都堅仁君）    お諮りします。 

  本定例会の会期は、ただいま報告のとおり、本日から９月２２日までの１７日間とし

たいと思います。 

  御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    異議なしと認めます。 

  したがって、本定例会の会期は、本日から９月２２日までの１７日間と決定しました。 

◎日程第３ 諸般の報告 

○議長（伊都堅仁君）    日程第３、諸般の報告を行います。 

  監査委員から、例月出納検査結果に関する報告書及び教育委員会から令和３年度事務

事業分、事務執行状況点検評価報告書が提出されています。 

  お手元に配付のとおりです。御了承願います。 

  本定例会に提出された案件は、お手元に配付のとおりです。 

  この際、町長から行政報告の申出がありますので、これを許します。 

  町長、小川君。 

（町長 小川裕康君 登壇） 

○町長（小川裕康君）    皆さん、おはようございます。 

  初めに、去る８月２７日に惜しくも御逝去されました故廣瀬隆一議員の御霊に哀悼の

誠をささげ、謹んで心から御冥福をお祈り申し上げます。 

  それでは、議長のお許しをいただきましたので、開会に当たりまして、一言御挨拶並

びにその後の行政報告を申し上げます。 

  本日、令和４年第３回紀美野町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位をは

じめ関係者の皆様方には、何かと御多忙中にもかかわりませず御出席を賜り、開会の運

びとなりましたことに対し、心より厚くお礼を申し上げます。 

  さて、新型コロナウイルス感染症の第７波は、全国的には少し減少に転じてきている

ようでありますが、依然として厳しい状況が続いております。 
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  当町における新型コロナウイルス感染症の４回目のワクチン接種状況でありますが、

９月２日時点で、福祉センターでの集団接種と個別接種を合わせますと、６０歳以上の

方では２,９４０名の方々に接種をしていただいております。率にしますと６５.１％と

いう状況であります。集団接種は８月２１日に終了いたしましたが、個別接種は現在も

続いております。 

  また、８月２８日には、美里中学校と下神野地区自主防災組織の共催による総合防災

訓練が、美里中学校体育館を中心に開催され、私も参加させていただきました。コロナ

感染防止対策を徹底され、生徒さんたちを含め約１３０名の参加者がグループに分かれ、

防災グッズの作成や起震車体験などに熱心に取り組まれておりました。役場各関係課も

参加、協力させていただきました。こうした訓練を各地域で開催していただくことが、

災害に強いまちづくりにつながるものであるとの思いを強くいたしました。 

  午後の部では、和歌山県の新型コロナウイルス感染症対策のトップである福祉保健部

の野尻技監が大変忙しい中、紀美野町へ来られ、「新型コロナウイルス感染症との戦い

に思う」と題しての御講演をいただきました。最近の感染状況の詳しい説明や感染対策

と災害対応との共通点など勉強させていただき、大変有意義な一日となりました。 

  また、９月２日には、海南市に本社があるオカジ紙業株式会社さんと「災害時におけ

る段ボール製品の調達に関する協定」を締結いたしました。 

  現在、大型で強い台風１１号が対馬海峡を北東に進んでおります。和歌山県からは離

れてはおりますが、和歌山県も強風圏に入っておりますので、警戒を続けているところ

であります。９月、１０月は台風襲来の時期であり、町といたしましては、万全の準備

を整え対応してまいる覚悟であります。また新型コロナウイルス感染症対策もしっかり

対応してまいります。 

  なお、新型コロナウイルス感染症の影響により、誠に残念でありましたが、きみの夏

祭りは中止となり、そして敬老会や農林商工まつりも、やむなく中止が決定してござい

ます。 

  また、ウクライナ情勢等の影響で、原油や原材料費が高騰し、食料品の値上げなど町

民の日常生活に大きな影響を及ぼしていることと思います。町民の皆様の日常生活に少

しでも協力できるようにと、水道料金の基本料金を７月使用分から６か月間、減免を実

施しているところでございます。 

  さて、今期定例会に上程している案件は、議案第５０号から議案第６６号までの１７
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件であります。令和３年度の一般会計並びに特別会計等歳入歳出決算認定の承認をいた

だく案件が９件、条例の一部を改正する案件が４件、工事請負契約の変更に関する案件

が１件、令和４年度一般会計及び特別会計の補正予算に関する案件が３件であります。 

  議案第６１号、紀美野町立学校設置条例及び紀美野町立学校施設開放条例の一部を改

正する条例について、私から少し御説明させていただきます。 

  昨年８月３１日付で、紀美野町立新設中学校開校に関する陳情をいただきました。当

時、私は副町長で町長の職務代理者でありました。陳情の要旨は、保護者や地域住民と

しっかりとした話合いもないまま、準備不足である段階にもかかわらず、あたかも令和

４年４月１日が決定であるかのようで、その進め方に反対するといった内容でありまし

た。昨年９月議会において、議員の皆様にも大変御心配をお掛けいたしました。 

  総務文教常任委員会で、陳情と請願が全会一致で採択され、本会議でも同様でござい

ました。これらのことを真摯に受け止め、当初考えていた令和４年４月１日、新設中学

校開校を延期いたしました。そして保護者の皆様をはじめ、これから保護者になられる

方々に詳しく説明をしていくという方針で進めてまいりました。 

  その後の取組については、その都度、議員の皆様にも詳しく御報告してまいりました。

私も本年１月に、中央公民館及び下神野小学校で開催の懇談会や、６月に文化センター

で開催の説明会にも出席させていただき、直接保護者の方々の思いをしっかりと聞かせ

ていただくとともに、こちらの思いも丁寧に説明させていただきました。 

  また、ＰＴＡの役員の方々ともしっかり話もさせていただきました。令和７年４月１

日に新設中学校を開設するということについては、保護者の方やこれから保護者になら

れる方のほとんどの方々から、御理解をいただいているものと考えております。そうし

た中、今議会で提案させていただいたものでございます。 

  どうか、御可決いただきますようよろしくお願いいたします。 

  また、一般会計補正予算（第３号）の主なものといたしまして、町民会館の跡地等を

整備するための工事費、東野集会所移転新築に係る設計業務委託料、物価高騰の影響を

受けて民間の医療・福祉サービスを提供している事業者の負担軽減のための医療・福祉

サービス事業所への物価高騰対策支援金、消防庁舎新築に伴う造成工事費等の予算を計

上してございます。また、新たな取組として自伐型林業普及推進のための委託料も計上

してございます。 

  この後、担当課長より詳しく御説明申し上げますので、十分御審議の上原案どおり御
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可決賜りますよう、お願い申し上げまして、御挨拶並びに行政報告とさせていただきま

す。ありがとうございました。 

（町長 小川裕康君 降壇） 

○議長（伊都堅仁君）    次に、一般質問の通告書は、９月７日午後２時までに提出

願います。 

  以上で、諸般の報告を終わります。 

◎日程第 ４ 仮議長の選任を議長に委任する件 

○議長（伊都堅仁君）    日程第４、仮議長の選任を議長に委任する件を議題としま

す。 

  お諮りします。地方自治法第１０６条第３項の規定により、この会期中における仮議

長の選任を議長に委任願いたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    異議なしと認めます。 

  したがって、この会期中における仮議長の選任を議長に委任することに決定しました。

この会期中における仮議長に９番、向井中洋二君を指名します。 

◎日程第 ５ 議案第 ５０号 令和３年度紀美野町一般会計歳入歳出決算の認定につい 

               て 

◎日程第 ６ 議案第 ５１号 令和３年度紀美野町国民健康保険事業特別会計歳入歳出 

               決算の認定について 

◎日程第 ７ 議案第 ５２号 令和３年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計歳 

               入歳出決算の認定について 

◎日程第 ８ 議案第 ５３号 令和３年度紀美野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決 

               算の認定について 

◎日程第 ９ 議案第 ５４号 令和３年度紀美野町介護保険事業特別会計歳入歳出決算 

               の認定について 

◎日程第１０ 議案第 ５５号 令和３年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会 

               計歳入歳出決算の認定について 

◎日程第１１ 議案第 ５６号 令和３年度紀美野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出 

               決算の認定について 

◎日程第１２ 議案第 ５７号 令和３年度紀美野町東部簡易水道事業特別会計歳入歳出 
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               決算の認定について 

○議長（伊都堅仁君）    日程第５、議案第５０号、令和３年度紀美野町一般会計歳

入歳出決算の認定についてから、日程第１２、議案第５７号、令和３年度紀美野町東部

簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定についてまで、８議案を一括議題とします。 

  説明を求めます。 

  会計管理者、太田君。 

（会計管理者 太田具文君 登壇） 

○会計管理者（太田具文君）    おはようございます。ただいま一括議題とされまし

た議案第５０号から議案第５７号について御説明申し上げます。 

  令和３年度紀美野町一般会計及び特別会計の歳入歳出決算につきましては、去る８月

４日、８日、９日の３日間、監査委員の決算審査を受け、地方自治法第２３３条第３項

の規定に基づき、監査委員の意見を付して、議会の認定をお願いするものであります。 

  それでは、会計ごとに御説明させていただきます。議案第５０号のみ朗読をさせてい

ただき、以下議案第５１号から議案第５７号の朗読は省略させていただきます。 

  議案書の１ページをお開きください。 

  議案第５０号、令和３年度紀美野町一般会計歳入歳出決算の認定について。 

  地方自治法第２３３条第３項の規定により標記決算を別冊により別紙監査委員の意見

書の写しをつけて議会の認定に付する。 

                   令和４年９月６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  それでは、決算書２ページから７ページ、紀美野町一般会計の歳入について御説明い

たします。 

  １款町税、調定額８億６３７万１,５５９円、収入済額７億８,７０１万４,３４３円、

前年度より２,７８６万１３２円、３.４％の減少でございます。不納欠損額は４７万２,

８４６円でございました。 

  １款１項町民税、調定額３億１,５３６万１,１３４円、収入済額３億１,０８３万４,

２９９円、前年度より６７４万２,７２５円、２.１％の減少でございます。不納欠損額

は３万１,１６６円でございます。 

  個人住民税の徴収率です。現年課税分で９９.３８％、滞納繰越分で３８.１４％でご

ざいます。 

  １款２項固定資産税、調定額４億９０８万７,１７３円、収入済額３億９,６９１万９,



－１１－ 

６７６円、前年度より２,４４３万５４５円、５.８％減少しております。不納欠損額は

３６万９８０円。固定資産税の現年課税分の徴収率は９９.０４％、滞納繰越分で２６.

７１％でございました。 

  少し飛びまして１０款でございます。地方特例交付金、調定額、収入済額とも１,８

９４万７,０００円でございます。前年度より１,２０１万円の増加でございます。新型

コロナウイルス感染症対策地方税減収補填特別交付金１,２４２万６,０００円によるも

のでございます。 

  次に、１１款でございます。地方交付税、調定額、収入済額とも４０億４,７８３万

円、前年度より１億９,７７８万８,０００円、５.１％の増加でございます。 

  普通交付税で１億８,１３０万５,０００円、特別交付税で１,６４８万３,０００円増

加しております。 

  次に、決算書の４ページ、５ページを御覧ください。 

  １４款使用料及び手数料、調定額２億６,３６７万６,８４５円、収入済額２億６,１

５２万８,０４５円、前年度より４,０４４万９,９０１円、１３.４％の減少でございま

す。国土交通省、紀の川浚渫工事の発生土の搬入量減少による建設残土処理手数料の減

少でございます。収入未済額は２１４万８,８００円、公営住宅使用料で２１４万６,６

００円、町駐車場使用料で２,２００円でございます。 

  続きまして、１５款国庫支出金、調定額１０億３,４３３万６,４８８円、収入済額８

億９,９６３万５,４８８円、前年度より９億８,３２４万２,５５９円の減少でございま

す。収入未済額は１億３,４７０万１,０００円、令和４年度に繰り越された事業に対す

る未収入の特定財源でございます。 

  転入転出手続のワンストップ化事業に対する社会保障・税番号制度システム整備費補

助金で２６４万円、町道釜滝柴目線道路改良事業に対する地方創生道整備推進交付金で

１億１６３万４,０００円、住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金給付事業の補助

金２,８１７万７,０００円、学校等における感染症対策等支援事業に対する学校保健特

別対策事業費補助金で２２５万円でございます。 

  次に、１６款県支出金、調定額４億５,１９０万２,２２９円、収入済額３億８,４３

１万２,２２９円、前年度より５,７２５万８,４３６円の増加でございます。収入未済

額６,７５９万円、地籍事業に係る負担金６,４８９万円、樫河池防護柵設置事業に係る

補助金２７０万円でございます。いずれも翌年度に繰り越された未収入特定財源でござ
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います。 

  ２２款町債、調定額８億７,６４５万４,０００円、収入済額６億９,６４５万４,００

０円、収入未済額は１億８,０００万円でございます。町道釜滝柴目線道路改良事業で

１億７０万円、消防団小型動力ポンプ積載車整備事業で１,４００万円、消防庁舎造成

事業４,９６０万円、野上中学校合併処理浄化槽設置事業で１,５７０万円でございます。 

  次に、決算書の７ページ、歳入合計を御覧ください。 

  調定額９０億７,０１９万８,６３８円、収入済額８６億６,６４０万１,６２２円、不

納欠損額４７万２,８４６円、収入未済額は４億３３２万４,１７０円でございました。 

  続きまして、決算書８ページから１１ページ、紀美野町一般会計の歳出について御説

明いたします。 

  １款議会費、支出済額７,４０６万８,２０９円。 

  ２款総務費、支出済額９億７,４０３万５,６０７円、前年度より１３億９３５万４,

３５５円の減少でございます。翌年度繰越額は３８５万円、例規整備支援事業として１

２１万円、転入転出手続のワンストップ化事業で２６４万円でございます。 

  次に、３款民生費、支出済額１６億７,０３６万９,４５３円、前年度より２億４１７

万５,６２９円の増加でございます。翌年度繰越額は２,８１７万７,０００円で、住民

税非課税世帯に対する臨時特別給付金給付事業でございます。 

  次に、４款衛生費、支出済額１１億１,０８４万５９６円、前年度より４６３万７,４

９０円の増加でございます。 

  ５款農林水産業費、支出済額４億３,５０３万２,１２３円、前年度より８,０６１万

３,１７９円の増加でございます。翌年度への繰越額は１億１,６００万７,０００円で

ございます。地籍事業で１億１,１５０万７,０００円、樫河池防護柵設置事業で４５０

万円でございます。 

  ６款商工費、支出済額１億３,８１８万８,５６１円、前年度より５９２万６,７１１

円の増加でございます。 

  ７款土木費、支出済額７億３,３７８万１９４円、前年度より１,８０３万９,２３４

円の減少でございます。翌年度繰越額は２億３３８万４,０００円、町道釜滝柴目線道

道路改良事業でございます。 

  次に、８ページから１１ページにかけまして、８款消防費でございます。支出済額４

億２２２万６,４７０円、前年度より３,０２８万３,１４０円の増加でございます。翌
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年度への繰越額は６,６２５万６,０００円、消防庁舎造成事業として５,２２５万６,０

００円、消防団小型動力ポンプ積載車整備事業として１,４００万円でございます。 

  次に、９款教育費でございます。支出済額５億６,４９５万４,３００円、前年度より

５億７,８５１万４,９８４円の減少となっています。翌年度繰越額は２,６７８万４,０

００円でございます。学校等における感染症対策等支援事業として５００万円、野上中

学校合併処理浄化槽設置事業で１,６６１万４,０００円、スポーツ公園排水施設改修事

業として５１７万円でございます。 

  １０款災害復旧費、支出済額４,１８４万２,２００円、前年度より６１０万５,７６

８円の増加でございます。町道八幡線道路災害復旧工事費及び林道毛原勝谷線災害復旧

工事費でございます。 

  １１款公債費、支出済額１３億５,５４９万６,９６９円、前年度より２億１,１６３

万２,４３４円の増加でございます。 

  １２款諸支出金、支出済額３億８,９３３万３,５２２円、前年度より９億３,５６０

万２,２６７円の減少でございます。 

  １３款予備費、支出済額はございません。 

  次に１６０ページ、一般会計実質収支に関する調書をお開きください。 

  歳入総額は８６億６,６４０万１,６２２円、前年度に比べ２１億４,５３３万３,３１

５円、１９.８％の減少でございます。 

  歳出総額７８億９,０１６万８,２０４円、前年度に比べ２３億３２８万８,３０７円

２２.６％の減少でございます。 

  歳入歳出差引額７億７,６２３万３,４１８円、繰越明許費繰越額６,２１６万７,００

０円、実質収支額は７億１,４０６万６,４１８円でございました。 

  以上が一般会計でございます。 

  続きまして、特別会計について説明いたします。 

  各会計決算書の実質収支に関する調書で説明させていただきます。 

  １８４ページをお開きください。 

  国民健康保険事業特別会計の決算について説明いたします。 

  歳入総額１３億６,９４１万６,２１９円、前年度より３,１４３万２,２３１円、２.

３％の増加でございます。 

  国民健康保険税現年課税分の徴収率は９７.４％、滞納繰越分で２６.５％でございま
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す。歳出総額１３億１,８５５万３,７５１円、前年度より４０万４,５６０円の増加と

なっています。歳入歳出差引額、実質収支額ともに、５,０８６万２,４６８円でござい

ました。 

  続きまして、２００ページをお開きください。 

  国民健康保険診療所事業特別会計の決算についてでございます。 

  歳入総額９,３７９万５,１２２円、前年度より６１２万７,４０４円、７％の増加で

ございます。歳出総額９,０８０万７,５０３円、前年度より５８９万５,７５１円、６.

９％の増加です。歳入歳出差引額、実質収支額ともに、２９８万７,６１９円でござい

ました。 

  続きまして、後期高齢者医療特別会計の決算について御説明いたします。 

  ２１４ページをお開きください。 

  歳入総額３億８,１９１万１２４円、前年度より８６９万９,６６５円、２.３％の増

加でございます。歳出総額３億８,０３４万３１２円、前年度より９２２万４,４３５円、

２.５％の増加です。歳入歳出差引額、実質収支額ともに、１５６万９,８１２円でござ

いました。 

  続きまして、介護保険事業特別会計の決算について御説明いたします。 

  ２４２ページをお開きください。 

  歳入総額１８億１,０５７万３,３４４円、前年度より２,９５０万９,１５７円、１.

７％の増加でございます。歳出総額１７億４,９９６万５,１３６円、前年度より１,０

５５万２,５７２円、０.６％の増加でございます。歳入歳出差引額、実質収支額ともに、

６,０６０万８,２０８円でございました。 

  続きまして、２５４ページをお開きください。 

  のかみふれあい公園運営事業特別会計の決算について御説明いたします。 

  歳入総額３,８６１万７,７７３円、前年度より３１８万１,２３５円、７.６％の減少

でございます。歳出総額３,８５１万７,７７３円、前年度より２３０万４,６２９円、

５.６％の減少です。歳入歳出差引額、実質収支額ともに、１０万円でございました。 

  続きまして、農業集落排水事業特別会計の決算について御説明いたします。 

  ２６８ページをお開きください。 

  歳入総額７,５３４万４,６５７円、歳出総額７,５２４万２,４９０円、歳入歳出とも

前年度より４,０８５万円増加しています。地方公営企業法適用事業支援業務委託料及
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び処理施設機能強化工事による歳入歳出の増加でございます。歳入歳出差引額、実質収

支額ともに、１０万２,１６７円でございました。 

  続きまして、紀美野町東部簡易水道事業特別会計の決算について御説明いたします。 

  ２８２ページをお開きください。 

  歳入総額１億５,５２７万７３５円、前年度より１,１０３万４,２２５円、６.６％の

減少でございます。歳出総額１億５,５２６万５,２７６円、前年度より１,０９７万４,

６１５円、６.６％の減少でございます。歳入歳出差引額、実質収支額ともに、５,４５

９円でございました。 

  次に、財産に関する調書について御説明いたします。 

  まず公有財産でございます。 

  ２８４ページから２８９ページにかけては、土地及び建物の調書となっています。 

  次に、２９０ページをお開きください。 

  （２）山林、（３）有価証券、（４）出資による権利を記載しております。いずれも

決算年度中の増減はございませんでした。 

  次の２９１ページから２９３ページは、物品の調書で増減及び年度末の数を記載して

おります。 

  次に、２９４ページ、債権でございます。 

  災害援護資金県費貸付金は３６万円の償還により、貸付金残高がゼロとなっておりま

す。旧美里町歳計外資金損害賠償及び損害金は、損害延滞金８６７万８,０００円の増

加により２億４,７２２万８,０００円となっています。野上厚生病院組合への貸付金は

１億円の償還をいただき、決算年度末現在高は１億円となっております。 

  続きまして２９５ページを御覧ください。 

  各基金ごと決算年度中の増減による基金の残高を記載しています。基金の決算年度末

現在高の合計は３７億８,９１４万３,０００円でございます。前年度より９,４８６万

７,０００円の増加でございます。 

  次に２９６ページでございます。 

  定額基金の運用状況を記載しています。 

  以上で、議案第５０号から議案５７号及び財産に関する調書の説明とさせていただき

ます。十分御審議の上、認定いただきますようよろしくお願いします。 

（会計管理者 太田具文君 降壇） 
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○議長（伊都堅仁君）    説明が終わりましたので、決算審査の結果について御報告

を求めます。 

  代表監査委員、菊本君。 

（代表監査委員 菊本邦夫君 登壇） 

○代表監査委員（菊本邦夫君）    ただいま会計管理者から令和３年度の決算につい

て報告がございましたので、私から審査報告をさせていただきます。 

  議案書１０ページから１１ページを御覧ください。 

  令和４年８月４日から８月２６日にかけて紀美野町役場特別室において、美濃良和監

査委員と私の２人で審査を行いました。意見書は次のとおりです。 

  令和３年度紀美野町一般会計・特別会計歳入歳出決算審査意見書。 

  地方自治法第２３３条第２項の規定により、令和３年度紀美野町一般会計及び特別会

計歳入歳出決算並びに関係帳簿、証書類を審査した結果、その意見は下記のとおりです。 

  審査対象は、令和３年度紀美野町一般会計及び七つの特別会計決算及び関係帳簿等で

す。個々に審査報告を申し上げるのが本当ではございますが、一括して審査の総括的意

見で御勘弁をお願い申し上げます。 

  各会計の予算額及び収入支出済額は、関係帳簿により出納証書類を照査の上、その内

容についても慎重に審査した結果、本決算は正確であるものと認めました。 

  一般会計における歳入においては、町税については、法人住民税を除く各税目で徴収

率の低下が見られました。人口減少等により町税収入は年々減少が見込まれているので、

貴重な自主財源の確保のため、引き続き徴収率の向上及び滞納額の減少に努めていただ

きますようお願いいたします。 

  歳出においては、新型コロナウイルス感染症拡大の影響のための事業やイベントが中

止となり、委託料及び補助金等から不用額の発生が目立ちました。今後も社会情勢の変

化や緊急的な支出への対応が求められることが予想される中、不用見込みとなった財源

や臨時交付金を活用し、その時々に応じた事業を適宜実施するなど、柔軟かつ着実な予

算執行に取り組んでいただきますようお願いいたします。 

  後期高齢者医療保険料においては、現年分及び滞納分ともに、徴収率の改善が見られ

ました。一方、国民健康保険税、介護保険料につきましては、滞納分において徴収率の

低下が認められました。高齢化が進む本町において安定的な事業運営を行うためにも、

効率的、確実な方法で保険料の徴収に引き続き努めていただきますようお願いいたしま
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す。 

  農業集落排水事業において、収入未済額の増加が認められました。平成２９年度以降

増加しているため、早期徴収に向けた体制の強化や納付啓発により、収入未済額の解消

に努めていただきますようお願いいたします。 

  簡易水道事業においては、水道使用料の債権確保するに当たり、公平負担の原則から

も、引き続き収入未済額の解消に努力するとともに、時効中断を含む的確な時効処理等

の実施をお願いいたします 

  健全化判断比率の財政指標においては、実質公債費比率は、普通交付税の増加や地方

債の償還が進んだことや、公営事業債等の繰入見込額の減少により０.９ポイント改善

しており、将来負担比率についても、地方債現在高が減少していることから１４.４ポ

イント改善していました。 

  しかしながら、公共施設の老朽化に伴う更新費用の増大や大規模な建設事業も控えて

いるため、財政需要は今以上に増加する見込みであります。ついては、引き続き将来に

わたる健全な財政運営に努力され、まちづくりを一層推進されることを期待します 

               令和４年８月２６日 紀美野町代表監査委員 菊本邦夫 

                           紀美野町監査委員 美濃良和 

  以上で、令和３年度紀美野町一般会計・特別会計の決算審査の報告を終わらせていた

だきます。 

  続きまして、２０ページをお開きください。 

  基金の運用状況の審査意見書です。 

  地方自治法第２４１条第５項の規定により基金について審査したところ、その運用状

況に問題なく、また預金証書の額面、利息計算書、その他証票書類が符合したので適正

であるものと認めました。 

               令和４年８月２６日 紀美野町代表監査委員 菊本邦夫 

                           紀美野町監査委員 美濃良和 

  続きまして、２３ページから２４ページを御覧ください。 

  令和３年度財政健全化審査意見書及び経営健全化審査意見書について報告いたします。 

  町長から提出された健全化判断比率、資金不足比率、その算定の基礎となる事項を記

載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として審査を行いました。 

  健全化判断比率、東部簡易水道事業会計、農業集落排水事業会計の資金不足比率及び
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その算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正に作成されているものと認

めました。 

  実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率、簡易水道事業会

計、農業集落排水事業会計の資金不足比率は、いずれも早期健全化基準、経営健全化基

準を下回っている状況であり、指摘すべき事項は特にございません。 

               令和４年８月２６日 紀美野町代表監査委員 菊本邦夫 

                           紀美野町監査委員 美濃良和 

  以上で、審査報告を終わらせていただきます。 

（代表監査委員 菊本邦夫君 降壇） 

◎日程第１３ 議案第５８号 令和３年度紀美野町西部簡易水道事業会計歳入歳出決算           

の認定について 

○議長（伊都堅仁君）    日程第１３、議案第５８号、令和３年度紀美野町西部簡易

水道事業会計歳入歳出決算の認定について議題とします。 

  説明を求めます。 

  水道課長、長生君。 

（水道課長 長生正信君 登壇） 

○水道課長（長生正信君）    それでは、議案書９ページをお開きください。 

  議案第５８号、令和３年度紀美野町西部簡易水道事業会計歳入歳出決算の認定につい

て。 

  地方公営企業法第３０条第４項の規定により、標記決算を別冊により別紙監査委員の

意見書をつけて議会の認定に付する。 

                  令和４年９月６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  別冊の令和３年度紀美野町西部簡易水道事業決算書により御説明申し上げます。 

  決算書の１ページをお開きください。 

  令和３年度紀美野町西部簡易水道事業決算報告書でございます。税込み表示となりま

す。 

  収益的収入及び支出の収入でございます。 

  第１款水道事業収益は、１億８００万１,２２４円で３９万５,０２７円の増加です。 

  第１項営業収益は、水道使用料金が主なものでございます。９,７４６万８,００９円

で１,５９６万１,０３８円の増加です。令和２年度は、コロナ禍における住民支援策と
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して６か月間の基本料金減免を行ったためでございます。 

  第２項営業外収益は、１,０５３万３,２１５円で、１,５５６万６,０１１円の減少。

主な要因は、水道料金減免に対する一般会計からの補助金が減ったものでございます。 

  次に支出でございます。 

  第１款水道事業費用は、８,３９６万５,９３３円で、２００万２,４９２円の増加。 

  第１項営業費用は、７,７７９万１,７１３円で６９万６,５４６円の減少。 

  第２項営業外費用は、６１７万４,２２０円で２６９万９,０３８円の増加、主には老

朽管の布設替えに伴う消火栓設置工事費に要する費用の増加でございます。 

  第３項予備費はゼロ円でございます。 

  ２ページをお開きください。 

  資本的収入及び支出の収入でございます。 

  第１款資本的収入、１億５７０万円で１,７８０万円の増加、収入につきましては、

第１項の企業債の借入れによるものでございます。 

  次に、支出の第１款資本的支出は、１億２,７４８万５,３２１円で２,３６０万１,８

０７円の増加、また令和３年度の建設改良費のうち、５億４,３１９万８,０００円を翌

年度に繰り越しております。 

  第１項建設改良費、１億１,１１３万２,５００円で２,３２３万１,５００円の増加、

第２項企業債償還金、１,６３５万２,８２１円で３７万３０７円の増加でございます。 

  資本的収入が資本的支出に対して不足する額、２,１７８万５,３２１円は、過年度分

損益勘定留保資金１,１６８万２,３６７円及び当年度分消費税及び地方消費税資本的収

支調整額１,０１０万２,９５４円で補填するものでございます。 

  次に、３ページをお開きください。 

  令和３年度の損益計算書でございます。税抜きとなります。 

  営業収益について、給水収益は水道使用料金でございますが、８,８１８万２,３０４

円で１,４８５万９３７円の増加でございますが、前年度はコロナ対策としての水道料

金６か月間減免したことによるものでございます。 

  その他営業収益は、４３万８,００６円で７件の新規加入者の材料売却益、申請指定

工事店の登録手数料となります。前年度は、アパートの建設等による加入件数が多かっ

たために、３５万２,３６５円の減少で営業収益の合計は８,８６２万３１０円。 

  営業費用につきましては、原水及び浄水費は、浄水場施設の維持補修、動力費、水質
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検査が主なもので、１,４９８万２,７２７円、配水及び給水費は、人件費、配水施設の

維持、漏水等の修繕や材料費、動力費や点検、検針等の委託料などで、２,３１８万８

０４１円。 

  業務総係費は、人件費、保険や会計、料金システム委託料の事務費で、１,６８４万

５,３７９円、減価償却費が１,８９３万７,８５４円。 

  資産減耗費ですが、昨年度は更新による資産の入替えはございませんでした。今年度

は管路の布設替えや公用車の更新を行っており、廃棄される資産の残存価格を資産減耗

費として１０１万４,８４３円を計上しております。 

  営業費用の合計は７,４９６万８,８４４円で、営業利益は１,３６５万１,４６６円と

なります。 

  次に４ページをお願いします。 

  営業外収益ですが、受取利息及び配当金として、定期及び普通預金の利息で３万９,

０８０円、交付金は県移譲事務交付金として６,０００円、他会計補助金は、繰出基準

に基づき、児童手当の支給額と簡易水道事業債の交付税分として４７万９,０００円、

前年度比といたしましては、水道料金減免に係る補助金が減少の理由でございます。 

  長期前受金戻入で２７０万３７４円、雑収益は増加分として消火栓設置工事の負担金

２４０万円、その他として給水加入金、職員の駐車場使用料金などで合計２９９万７,

０２３円で、営業外収益の合計が６２２万１,４７７円、営業外費用で支払利息、企業

債の利息として３５３万４,２２０円、雑支出は、主に消火栓の設置工事費として２４

０万６,３８６円で、営業外費用の合計が５９４万６０６円で、利益は２８万８７１円。 

  経常利益は１,３９３万２,３３７円で、当年度純利益となり、前年度繰越利益剰余金

２億８,７６８万３,７００円と合わせまして、当年度未処分利益剰余金は３億１６１万

６,０３７円となります。 

  次の５ページは、令和３年度剰余金計算書でございます。 

  表右側の利益剰余金でございますが、前年度末残高２億８,８１８万３,７００円から

５０万円を減債積立金へ処分を行い、処分後残高２億８,７６８万３,７００円が前年度

からの繰越利益剰余金でございます。これに当年度純利益１,３９３万２,３３７円を加

えた額、３億１６１万６,０３７円が当年度未処分利益剰余金となり、減債積立金７０

０万円を合わせ、当年度末の利益剰余金の合計、３億８６１万６,０３７円となります。 

  ６ページの剰余金処分計算書でございますが、令和３年度からは剰余金の処分はござ
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いません。 

  未処分利益剰余金の全額を繰越利益剰余金とするものでございます。昨年度までは、

減債積立金に５０万円を積み立てておりましたが、当初予算で御説明いたしましたとお

り、令和４年度で減債積立金を活用し、最も効果の高い起債を繰上償還を行うものでご

ざいます。 

  今後は現在の下佐々浄水場更新工事をはじめ、継続的に施設の更新が必要となってま

いりますので、無理な償還は行わず、財源の確保に努めていきたいと考えております。 

  ７ページからは、貸借対照表でございます。 

  資産の部でございます。 

  固定資産には有形無形資産がございます。今年度の変動といたしましては、ハの構築

物におきまして、県道野上清水線、希望ヶ丘団地での布設替えを行っております。 

  次に、ホ、車両運搬具で２台廃車し、１台の購入を行いました。トの建設仮勘定では、

下佐々浄水場更新工事での前払金の費用を計上しております。詳細につきましては２３

ページの明細書に記載させていただいております。 

  次に、流動資産でございます。 

  現金預金は２億９,９９３万４,２４７円で、今年度の変動についてはキャッシュ・フ

ローに記載しております。未収金の内訳といたしまして、水道料金現年分が７１万２７

８円、徴収率は９９.３％、過年分が３５１万８,１９８円で、徴収率は１７.９％でご

ざいました。 

  消費税の還付が４０１万３,２２１円で、合計未収金の合計が８２４万１,６９７円で

ございます。これにメーター器等の貯蔵品を加えまして、流動資産の合計は３億８４８

万１,３７８円となり、資産合計は９億８７０万８,３９８円でございます。 

  ８ページの負債の部でございます。 

  固定負債として企業債の残高、修繕引当金の合計で、３億１,１４４万１,７１５円、

流動負債として、翌年度で支払うべき企業債、年度末に発生した電気料金等の未払金、

翌年度で支払う人件費への引当金の合計として、２,９８７万４,６０８円、これに繰延

収益として長期前受金の収益化後の残高４,３６９万５,３８０円を加えまして、負債合

計は３億８,５０１万１,７０３円でございます。 

  ９ページの資本の部ですが、資本金は２億１,５０８万６５８円、剰余金については

先ほど説明させていただきましたとおり、３億８６１万６,０３７円で、資本合計は５
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億２,３６９万６,６９５円となり、負債資本合計が資産と合致した９億８７０万８,３

９８円でございます。 

  １２ページからは付属資料でございます。 

  水道事業の概況といたしまして、給水人口は８８人減少しておりまして、水道の使用

量も減少し続けております。 

  １３ページには、本年度発注の主な建設改良工事として、下佐々浄水場更新工事、希

望ヶ丘団地、県道野上清水線の布設替え工事について記載させていただいております。 

  １４ページでは、業務量について前年度比較を記載しております。１５ページにかけ

まして、事業収入及び支出に関し税抜き表示ではございますが、前年度との比較を行っ

てございます。内容については先ほど説明させていただいたとおりでございます。 

  １６ページには、重要契約の要旨として、資産の取得となった建設改良費工事及び車

両購入について記載させていただいております。 

  １７ページでございます。令和３年度のキャッシュ・フローでございます。１年間の

経営活動で現金の動きを示したものでございます。業務活動によるキャッシュ・フロー

では、主に料金収入と人件費や維持管理等に要した支出により、４,２７３万５,４５５

円の収入、投資活動によるキャッシュ・フローで、資産取得のために要した資本的支出

の建設改良費として、１億１,１１３万２,５００円の支出、財務活動によるキャッシ

ュ・フローは、建設改良費の財源として、企業債の借入れによる収入と企業債償還によ

る支出により８,９３４万７,１７９円の支出、これによりまして今年度の資金増減額は

２,０９５万１３４円の増加、資金期首残高と合わせまして、令和３年度の資金期末残

高は２億９,９９３万４,２４７円でございます。 

  ２４ページからは企業債明細書を添付させていただいております。 

  以上で、令和３年度紀美野町西部簡易水道事業会計の決算の説明とさせていただきま

す。どうぞよろしくお願いします。 

（水道課長 長生正信君 降壇） 

○議長（伊都堅仁君）    説明が終わりましたので、決算審査の結果について報告を

求めます。 

  代表監査委員、菊本君。 

（代表監査委員 菊本邦夫君 登壇） 

○代表監査委員（菊本邦夫君）    ただいま水道課長から令和３年度の決算について
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報告がございましたので、私から審査報告をさせていただきます。 

  議案２１ページから２２ページをお開きください。 

  令和３年度紀美野町公営企業歳入歳出決算審査意見書。 

  令和３年度紀美野町西部簡易水道事業会計決算について、地方公営企業法第３０条第

２項の規定により、町長より決算審査の請求を受け審査したところ、執行上に遺漏なく

勘定科目と収入、支出票及び証拠書類と符合一致しましたので、本会計決算は正確であ

るものと認めました。 

  水道料金の未収金額について、前年度より減少が認められました。公平負担の原則か

らも引き続き未収金の回収に努力するとともに、時効中断を含む的確な時効処理等の実

施をお願いいたします。 

  また、経営戦略及び中長期的な視点を持って、水道料金の見直し及び水道施設維持管

理の適正化に努め、安定的な給水確保に努めていただきますようお願いします。 

               令和４年８月２６日 紀美野町代表監査委員 菊本邦夫 

                           紀美野町監査委員 美濃良和 

  続きまして、２４ページをお開きください。 

  令和３年度西部簡易水道事業会計の経営健全化審査意見書について報告いたします。 

  町長から提出された西部簡易水道事業会計の資金不足比率及びその算定の基礎となる

事項を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として、審査を行いました。 

  西部簡易水道会計の資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、

いずれも適正に作成されているものと認めました。 

  西部簡易水道事業会計の資金不足比率は、経営健全化基準を下回っている状況であり、

指摘すべき事項は特にございません。 

               令和４年８月２６日 紀美野町代表監査委員 菊本邦夫 

                           紀美野町監査委員 美濃良和 

  以上で、審査報告を終わらせていただきます。 

（代表監査委員 菊本邦夫君 降壇） 

◎日程第１４ 議案第５９号 紀美野町議会議員及び紀美野町長の選挙における選挙運動

の公費負担に関する条例の一部を改正する条例について 

◎日程第１５ 議案第６０号 紀美野町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する

条例について 
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○議長（伊都堅仁君）    日程第１４、議案第５９号、紀美野町議会議員及び紀美野

町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例について及

び日程第１５、議案第６０号 紀美野町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す

る条例について、一括議題とします。 

  説明を求めます。 

  総務課長、坂君。 

（総務課長 坂 詳吾君 登壇） 

○総務課長（坂 詳吾君）    それでは、私のほうからは、議案第５９号及び議案第

６０号について御説明させていただきます。 

  議案書の２５ページをお開きください。 

  議案第５９号、紀美野町議会議員及び紀美野町長の選挙における選挙運動の公費負担

に関する条例の一部を改正する条例について。 

  紀美野町議会議員及び紀美野町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の

一部を次のとおり改正したいので、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決

を求める。 

                   令和４年９月６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  提案理由でございますが、公職選挙法施行令の改正に伴い、紀美野町議会議員及び紀

美野町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の改正を行うものでございま

す。 

  今回の公職選挙法施行令の改正は、最近における物価の変動等に鑑み、選挙経費の公

費負担の限度額を算定するための単価が引き上げられたものでございます。 

  次の２６ページをお開きください。 

  紀美野町議会議員及び紀美野町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の

一部を改正する条例。 

  紀美野町議会議員及び紀美野町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の

一部を次のように改正する。なお、改正部分は次の表中、下線の部分である。 

  ２６ページから２７ページにかけての第４条の改正部分は、選挙運動用自動車の使用

の公費負担で借入契約である場合は、１日１台、上限を１万５,８００円から１万６,１

００円に引き上げるものでございます。また、燃料の供給に関する契約である場合は、

燃料代を１日上限７,５６０円から７,７００円に引き上げるものでございます。 
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  ２７ページから２８ページにかけての第８条の改正部分は、選挙運動用ビラの作成の

公費負担で、ビラ１枚当たりの作成単価の上限を７円５１銭から７円７３銭に引き上げ

るものでございます。 

  ２８ページから２９ページにかけての第１１条の改正部分は、選挙運動用ポスターの

作成の公費負担で、１枚当たりの作成単価の上限を当該作成単価が５２５円６銭に、当

該選挙のポスター掲示場の数を乗じて得た金額に３１万５００円を加えた金額を、当該

選挙のポスター掲示場の数で除して得た金額から当該作成単価が５４１円３１銭に、当

該選挙のポスター掲示場の数を乗じて得た金額に、３１万６,２５０円を加えた金額を

当該選挙のポスター掲示場の数で除して得た金額に引き上げるものでございます。 

  附則といたしまして、この条例は公布の日から施行するものでございます。 

  以上簡単でございますが、議案第５９号の説明とさせていただきます。 

  続きまして、議案書の３０ページをお開きください。 

  議案第６０号、紀美野町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例につい

て。 

紀美野町職員の育児休業等に関する条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自

治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

                   令和４年９月６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  提案理由でございますが、地方公務員の育児休業等に関する法律及び育児休業、介護

休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律及び雇用保険法の一部を改正

する法律の一部を改正する法律が公布されたことに伴い、育児休業の取得要件等を緩和

し、取得しやすい勤務環境を整備するため、紀美野町職員の育児休業等に関する条例の

改正を行うものでございます。 

  ３１ページをお開きください。 

  紀美野町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例。 

  紀美野町職員の育児休業等に関する条例の一部を次のように改正する。なお、改正部

分は、次の表中下線の部分である。 

  今回の改正は、地方公務員の育児休業等に関する法律等が一部改正されたことに伴い、

育児休業の取得回数の制限緩和、育児参加のための休暇の対象期間の拡大等の整備及び

非常勤職員で育児休業を取得できるものを明確に規定する改正でございます。 

  ３１ページから３２ページにかけての第２条第３号は、育児休業をすることができな
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い非常勤職員について明確に規定するものでございます。 

  ３３ページから３５ページにかけての第２条の３は、現行の規定を廃止し、育児休業

法において、非常勤職員の育児休業については、１歳到達日から１歳６か月到達日の間

で条例で定める日まで取得できるとされており、その日を定める規定を新たに設けるも

のでございます。 

  ３５ページから３６ページにかけての第２条の４は、育児休業法において非常勤職員

の育児休業について、特に必要と認められる場合に２歳到達日まで取得できるとされて

おり、その場合を定める規定を新たに設けるものでございます。 

  ３６ページから３８ページにかけての第３条は、育児休業法において既に育児休業を

したことがある場合、特別の事情がなければ再度の取得はできないとされていますが、

その事情を定める規定についての改正でございます。 

  １号、２号については、号の細別の表記のみの変更でございます。 

  第３条の２は、改正前の第２条の３に同様に規定されていたものですが、他の条に係

る改正により条ずれが生じたものでございます。 

  ３９ページの第４条は、育児休業期間の再延長ができる特別の事情を追加する改正で

ございます。同じく３９ページの第７条、３９ページから４０ページにかけての第８条

は、対象とする職員を明確化するための文言を追加する改正でございます。 

  ４０ページから４１ページにかけての第１０条は、育児短時間勤務に関する特別の事

情を規定するもので、第１号及び第２号は号の細別の表記の変更、第６号は育児短時間

勤務における様式の変更に伴うもの、第７号は育児短時間勤務に関する特別の事情を追

加する改正でございます。 

  ４１ページの第１９条は、部分休業をすることができない職員を明確にする改正でご

ざいます。 

  ４１ページから４２ページにかけての第２０条は、非常勤職員の部分休業についての

規定を追加するものでございます。 

  ４２ページから４３ページにかけての第２３条及び第２４条は、育児休業を取得しや

すい環境整備のための規定を新たに設けるものでございます。 

  ４３ページの第２５条につきましては、条ずれによるものでございます。 

  次に附則でございますが、施行期日につきましては令和４年１０月１日から施行する

ものでございます。 
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  経過措置といたしまして、この条例の施行の日前に育児休業等計画書を提出した職員

に対するこの条例による改正前の第３条（第５号に係る部分に限る）及び第１０条（第

６号に係る部分に限る）の規定の適用については、なお従前の例によるものとするもの

でございます。 

  以上簡単ではございますが、議案第６０号の町職員の育児休業等に関する条例の一部

を改正する条例の説明とさせていただきます。御審議の上原案どおり御可決賜りますよ

うよろしくお願いいたします 

（総務課長 坂 詳吾君 降壇） 

◎日程第１６ 議案第６１号 紀美野町立学校設置条例及び紀美野町立学校施設開放条例 

              の一部を改正する条例について 

○議長（伊都堅仁君）    日程第１６、議案第６１号、紀美野町立学校設置条例及び

紀美野町立学校施設開放条例の一部を改正する条例について議題とします。 

  説明を求めます。 

  教育次長、曲里君。 

（教育次長 曲里充司君 登壇） 

○教育次長（曲里充司君）    議案書の４４ページを御覧ください。 

  議案第６１号、紀美野町立学校設置条例及び紀美野町立学校施設開放条例の一部を改

正する条例について。 

  紀美野町立学校設置条例及び紀美野町立学校施設開放条例の一部を次のとおり改正し

たいので、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

                   令和４年９月６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  提案理由でございます。紀美野町立野上小学校柴目長谷分校、紀美野町立毛原小学校

及び紀美野町立長谷毛原中学校を廃校とすること、並びに紀美野町立野上中学校及び紀

美野町立美里中学校を統合し、新たに紀美野町立紀美野中学校を設置することに伴い、

紀美野町立学校設置条例及び紀美野町立学校施設開放条例の改正を行うものでございま

す。 

  まず、現在休校中の野上小学校柴目長谷分校、毛原小学校、長谷毛原中学校について

です。 

  児童生徒の減少により、野上小学校柴目長谷分校は平成１９年の４月１日から、毛原

小学校、長谷毛原中学校は、平成２９年の４月１日から休校としております。休校中も
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児童生徒の減少が続き、学校再開のめどが立たないまま現在に至っています。休校のま

までは施設の利活用に制限があり、新しい方向で施設の利活用が進められない状況です。

このままでは年々施設の劣化が進むため、３校の廃校を行い施設の利活用にかじを切り、

今後の有効活用を模索してまいりたいと考えております。 

  次に野上中学校、美里中学校を統合して、令和７年４月１日に紀美野中学校を開校す

ることについてです。 

  時代の移り変わりにつれ、本町も少子高齢化が進み、町内の学校は統廃合しながらも

規模はどんどん小さくなってきています。中学生の時期は同級生の様々な考えや意見に

触れ、新しい自分を見つける機会をできるだけ多く確保することが、子供たちの未来に

とって非常に大切であると考えています。この時期に１人でも多くの友達に出会うこと

はその後の人生をより豊かにし、ふるさと紀美野町に愛着を持った大人に成長してくれ

るのではと考えております。 

  新しい出会いには必ず希望と不安が伴います。しかしきっとその出会いは生徒たちの

新しい世界を広げてくれると思います。同じ時間を共有し、友情を深め、切磋琢磨し合

える学び舎となる新設中学校の開校を目指すものでございます。 

  それでは、議案書の４５ページから４６ページを御覧ください。 

  紀美野町立学校設置条例及び紀美野町立学校施設開放条例の一部を改正する条例。 

  この条例は令和５年４月１日から施行するものと、令和７年４月１日から施行するも

のがございます。 

  まず第１条から御説明申し上げます。 

第１条 紀美野町立学校設置条例の一部を次のように改正する。なお、改正部分は、

次の表中太線の部分である。 

紀美野町立学校設置条例の別表を改正するものでございます。小学校では野上小学校

柴目長谷分校、毛原小学校を、中学校では長谷毛原中学校を廃校するものでございます。 

  それに伴いましてページが飛びますが、議案書の４７ページ、４８ページを御覧くだ

さい。 

  第３条、紀美野町立学校施設開放条例の一部を次のように改正する。なお、改正部分

は、次の表中の太線の部分である。 

こちらの条例は町民に開放できる学校施設を規定している条例でございます。利用者

の使用料を定める別表で、先ほどの条例改正により、学校でなくなるため、こちらの条
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例も改正を行うものでございます。 

  野上小学校柴目長谷分校、毛原小学校、長谷毛原中学校を削除するものでございます。

説明申し上げました第１条と第３条は、令和５年の４月１日から施行するものとしてお

ります。 

  続きまして議案書の４６ページになります。 

  第２条、紀美野町立学校設置条例の一部を次のように改正する。なお、改正部分は、

次の表中太線の部分である。 

  中学校に係る別表になります。紀美野町立野上中学校と紀美野町立美里中学校を統合

し、令和７年４月１日に、野上中学校だった位置に新たに紀美野町立紀美野中学校を開

校するものでございます。 

  議案書の４９ページ、５０ページを御覧ください。 

  第４条、紀美野町立学校施設開放条例の一部を次のように改正する。なお、改正部分

は次の表中太線の部分である。 

学校施設利用者の使用料を定める別表となります。野上中学校と美里中学校を統合し、

新たに紀美野中学校を開校するため、野上中学校、美里中学校を削除し、紀美野中学校

の使用料を定めるものでございます。 

  第２条と第４条は、令和７年４月１日から施行するものでございます。 

  以上、紀美野町立学校設置条例及び紀美野町立学校施設開放条例の一部を改正する条

例の説明とさせていただきます。よろしくお願いします。 

（教育次長 曲里充司君 降壇） 

◎日程第１７ 議案第６２号 紀美野町美里の湯かじか荘条例の一部を改正する条例につ 

              いて 

○議長（伊都堅仁君）    日程第１７、議案第６２号、紀美野町美里の湯かじか荘条

例の一部を改正する条例について議題とします。 

  説明を求めます。 

  企画管財課長、中前君。 

（企画管財課長 中前貴康君 登壇） 

○企画管財課長（中前貴康君）    それでは私のほうから議案第６２号の説明をさせ

ていただきます。 

  議案書の５１ページをお開きください。 
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  議案第６２号、紀美野町美里の湯かじか荘条例の一部を改正する条例について。 

  紀美野町美里の湯かじか荘条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自治法第９

６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

                   令和４年９月６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  提案理由でございます。かじか荘本館の解体撤去に伴い、紀美野町美里の湯かじか荘

条例を改正するものであります。 

  ５２ページを御覧ください。 

  紀美野町美里の湯かじか荘条例の一部を改正する条例。 

  紀美野町美里の湯かじか荘条例の一部を次のように改正する。なお、改正部分は次の

表中の太線の部分でありまして、別表を改めるものでございます。 

  内容につきましては、令和３年度において老朽化した本館を解体撤去しましたので、

本館にございました各部屋の利用料金の部分を削除するものでございます。 

  附則として、この条例は公布の日から施行するとしてございます。 

  以上簡単でございますが、紀美野町美里の湯かじか荘条例の一部を改正する条例につ

いての説明とさせていただきます。御審議の上、原案どおり御可決賜りますようよろし

くお願いいたします。 

（企画管財課長 中前貴康君 降壇） 

○議長（伊都堅仁君）    しばらく休憩します。再開は１０時４５分とします。 

 休 憩 

（午前１０時２９分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（伊都堅仁君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１０時４４分） 

◎日程第１８ 議案第６３号 工事請負契約の変更について 

○議長（伊都堅仁君）    日程第１８、議案第６３号、工事請負契約の変更について

議題とします。 

  説明を求めます。 

  建設課長、米田君。 

（建設課長 米田和弘君 登壇） 
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○建設課長（米田和弘君）    議案書の５４ページを御覧ください。また、議案参考

資料の１ページから２ページを併せて御覧いただくようにお願いいたします。 

  議案第６３号、工事請負契約の変更について。 

  令和３年度町道釜滝柴目線橋梁下部工事について、次のとおり工事請負契約を変更し

たいので、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規

定により議会の議決を求める。 

                   令和４年９月６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  変更前の契約金額２億８８８万１,２００円を２億１,７０７万７００円に、８１８万

９,５００円の増額変更をお願いするものでございます。 

  主な変更の理由につきましては、工事の工程計画の見直しに伴う仮設盛土材の増加及

び湧水等による軟弱な地盤状況により、仮設土留工の耐荷力が不足し鋼材を変更する必

要等が生じたためでございます。 

  議案参考資料２ページの図面を御覧いただければと存じます。 

  当初計画では、西側のＡ２橋台部分の仮設用盛土を、東側の橋台部分の橋脚部分の仮

設道路用盛土として現場内で順次利用する予定でありましたが、ロシアのウクライナ侵

攻を背景とした社会情勢の影響を受け、資材価格の高騰の懸念から、早期に資材確保を

図り安定した工事を進めるため、橋台部分と橋脚部分を同時施工することとした工事の

工程計画の見直しに伴う①－１、①－２、①－３部分の仮設盛土材等の増加や④部分の

工事進捗に伴う不要となった橋台部の仮設盛土を仮置きする必要が生じたこと。 

  また、②部分の橋脚工Ｐ１、Ｐ２について、湧水が多く軟弱な地盤であったことから

ライナープレート背後の崩落が著しく、間詰めモルタルを増加する必要が生じたこと、

そして、③部分の既設道の土留工についても、湧水が多く軟弱地盤であったため、仮設

土留工の山留材については、当初設計の鋼材では既設道路に対する耐荷力が十分でなく、

工事に伴う大型車両の通行も多いため、鋼材をより強度のあるものに変更したことによ

るものです。 

  なお、変更の内訳につきましては、橋台、橋脚に係る仮設工盛土等に係るものとして

約２８６万円、橋脚深礎工の間詰めモルタルに係るもので約２０４万円、既設道路の土

留工に係るもので約２１０万円、仮設工の仮置き土等に係るもので約１１０万円、土工

で約３９万円、附帯工で約２４万円の増加、また樹木伐採処分料につきましては約５０

万円の減額であり、合計８１８万９,５００円の増額の変更契約をお願いするものでご
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ざいます。 

  以上、議案第６３号、工事請負契約の変更についての説明とさせていただきます。ど

うかよろしくお願いいたします。 

（建設課長 米田和弘君 降壇） 

◎日程第１９ 議案第６４号 令和４年度紀美野町一般会計補正予算（第３号）につい 

               て 

○議長（伊都堅仁君）    日程第１９、議案第６４号、令和４年度紀美野町一般会計

補正予算（第３号）について議題とします。 

  説明を求めます。 

  総務課長、坂君。 

（総務課長 坂 詳吾君 登壇） 

○総務課長（坂 詳吾君）    それでは、議案書の５６ページをお開きください。 

  議案第６４号、令和４年度紀美野町一般会計補正予算（第３号）。 

  令和４年度紀美野町の一般会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１０億７,７６１万円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９１億７,４７４万３,０００円とする。 

  第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  （繰越明許費） 

  第２条 地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用するこ

とができる経費は、「第２表 繰越明許費」による。 

  （債務負担行為の補正） 

  第３条 債務負担行為の追加は、「第３表 債務負担行為補正」による。 

  （地方債の補正） 

  第４条 地方債の変更は、「第４表 地方債補正」による。 

                   令和４年９月６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  予算に関する説明書に沿って説明をさせていただきます。お配りしてございます補正

予算説明資料も併せて御覧いただきたく存じます。 

  それでは、予算に関する説明書の３ページをお開きください。 



－３３－ 

  まず、歳入でございます。 

  １０款地方特例交付金、１項１目地方特例交付金、２４２万１,０００円の増額補正

で、住宅借入金等特別税額控除の実施に伴う個人住民税の減収補填の確定によるもので

ございます。 

  １１款地方交付税、１項１目地方交付税で、１億４,２４３万８,０００円の増額補正

で普通交付税の額の確定によるものでございます。 

  １５款国庫支出金、２項１目総務費国庫補助金、１,８５９万円の増額補正で新型コ

ロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金でございます。３目衛生費国庫補助金、６

４万４,０００円の増額補正で母子保健衛生費補助金でございます。 

  １６款県支出金、２項２目民生費県補助金、１２万５,０００円の増額補正で重度心

身障害者医療費補助金でございます。 

  １９款繰入金、１項１目財政調整基金繰入金で、７,５７８万３,０００円の減額補正

でございます。 

  ２０款繰越金、１項１目繰越金で、７億９０６万６,０００円の増額補正で前年度繰

越金の額の確定によるものでございます。 

  ４ページに移りまして、２２款町債、１項１目総務債、５,３６０万円の増額補正で

新東野集会所新築事業に１,４５０万円、町民会館敷地等整備事業に３,６２０万円の合

併特例債を、県防災総合情報システム再整備事業に緊急防災減災事業債２９０万円を、

それぞれ充当するものでございます。７目消防債、２億４,４６０万円の増額補正で、

消防庁舎建設事業に合併特例債２億４,２５０万円、県防災総合情報システム再整備事

業に緊急防災減災事業債２１０万円を、それぞれ充当するものでございます。９目臨時

財政対策債、１,８０９万１,０００円の減額補正で、臨時財政対策債の額の確定による

ものでございます。 

  以上、歳入の説明とさせていただきます。 

  続きまして、歳出の説明をさせていただきます。 

  予算に関する説明書の５ページをお開きください。 

  ２款総務費、１項１目一般管理費、３５７万９,０００円の増額補正で、１節報酬で

パートタイム会計年度任用職員１名分９４万円、３節職員手当等で超過勤務手当１８０

万円とパートタイム会計年度任用職員１名分の期末手当５万１,０００円、４節共済費

で、会計年度任用職員４名分の共済費２４万４,０００円及び社会保険・厚生年金保険
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掛金４５万２,０００円、８節旅費でパートタイム会計年度任用職員１名分の通勤手当

９万２,０００円を計上してございます。２目文書広報費、４４５万１,０００円の増額

補正で、ホームページ再構築業務委託料でございます。４目財産管理費、３,８１５万

８,０００円の増額補正で、町民会館敷地等整備工事費でございます。５目企画費、６

０万円の増額補正及び６目電子計算費、６０万円の増額補正で、いずれも超過勤務手当

でございます。８目自治振興費、１,６５９万２,０００円の増額補正で、各集会所の修

繕料として１３０万８,０００円、新東野集会所新築事業の新東野集会所新築工事埋蔵

文化財試掘作業委託料、１５万９,０００円及び新東野集会所新築工事設計業務委託料、

１,５１２万５,０００円を計上してございます。１１目防災諸費、４０８万１,０００

円の増額補正で、災害対策用トイレハウスの購入費でございます。 

  ６ページに移りまして、３款民生費、１項１目社会福祉総務費、９６万７,０００円

の増額補正で、パートタイム会計年度任用職員１名分の報酬、期末手当及び通勤手当で

ございます。３目老人福祉費、２９５万５，０００円の増額補正で、超過勤務手当で２

７万円、物価高騰の影響を受けている民間の医療福祉サービスを提供している事業者の

燃料代や電気・ガス代の負担軽減のため、医療福祉サービス事業所への物価高騰対策支

援金として２２４万円、補助金の過年度返還金として４４万５,０００円を計上してご

ざいます。 

  ４目障害者福祉費１,２０１万１,０００円の増額補正で、超過勤務手当で２８万２,

０００円、物価高騰の影響を受けている民間の医療福祉サービスを提供している事業者

の燃料代等の負担軽減のため、医療福祉サービス事業所への物価高騰対策支援金として

２２万円、負担金や補助金の過年度返還金として１,１５０万９,０００円を計上してご

ざいます。 

  ５目老人医療費１万円、７目子ども医療費３３万４,０００円、８目ひとり親家庭医

療費１万円の増額補正で、補助金の過年度返還金をそれぞれ計上してございます。１２

目介護保険事業費１２４万６,０００円の減額補正で、特別会計への繰出金でございま

す。 

  ７ページに移りまして、１４目住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業

費１,４５１万４,０００円の増額補正で、給付金の過年度返還金でございます。 

  ２項１目児童福祉総務費２６４万８,０００円の増額補正で、パートタイム会計年度

任用職員１名分の報酬、期末手当及び通勤手当で９９万２,０００円と、交付金や補助
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金の過年度返還金として１６５万６,０００円を計上してございます。４目こども園費

９万７,０００円、６目学童保育費１７４万６,０００円、７目児童手当費２万４,００

０円、８目子育て世帯生活支援特別給付金給付事業費８６万円の増額補正で、いずれも

補助金や交付金の過年度返還金をそれぞれ計上してございます。 

  ８ページに移りまして、４款衛生費、１項１目保健衛生総務費１３９万円の増額補正

で、物価高騰の影響を受けている民間の医療福祉サービスを提供している事業者の燃料

代等の負担軽減のため、医療福祉サービス事業所への物価高騰対策支援金でございます。 

  ２目予防費３５万８,０００円、３目新型コロナウイルス感染症予防接種事業費２,７

１４万１,０００円の増額補正で、いずれも補助金や負担金の過年度返還金をそれぞれ

計上してございます。４目、母子衛生費１６７万１,０００円の増額補正で、３歳児健

診視覚検査機器の購入に１２９万円、補助金や負担金の過年度返還金として３８万１,

０００円を計上してございます。６目成人保健対策費１０５万３,０００円の増額補正

で、パートタイム会計年度任用職員１名分の報酬、期末手当及び通勤手当で９９万２,

０００円と、補助金の過年度返還金として６万１,０００円を計上してございます。 

  ９ページに移りまして、５款農林水産業費、２項１目林業総務費につきましては、自

伐型林業従事者を当町に呼び込むため、当町で自伐型林業のフォーラムと講習会を開催

するための費用でございまして、１２節委託料で、自伐型林業普及推進支援事業委託料

として２３２万１,０００円を増額し、その増額分を森林整備促進事業補助金から減額

するものでございまして、補正額の増減はございません。 

  ６款商工費、１項１目商工振興費７８０万円の増額補正で、飲食宿泊サービス業等支

援給付金の給付におきまして、和歌山県に給付申請している状況を確認したところ、売

上げの減少額が３０％から５０％未満と見込んでいた事業者が減少し、５０％以上売上

げの減少している事業者が増加しているとのことでございまして、予算を増額するもの

でございます。 

  ８款消防費、１項１目常備消防費２億５,５３４万７,０００円の増額補正で、消防庁

舎造成工事費でございます。 

  ９款教育費、２項１目学校管理費１８９万１,０００円の増額補正で、各小学校の遊

具の修繕料１２３万１,０００円と、小川小学校の樹木の剪定業務委託料として６６万

円を計上してございます。４項５目文化財保護費４３万４,０００円の増額補正で、有

形文化財保存補助金でございます。 
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  １０ページに移りまして、１１款公債費、１項１目元金３億２,０５０万円の増額補

正で長期債の繰上償還分でございます。 

  １２款諸支出金、１項１目財政調整基金費３億５,７０３万４,０００円の増額補正で

積立金でございます。 

  恐れ入りますが、議案書の５９ページをお開きいただきたいと思います。 

  第２表繰越明許費でございます。８消防費、１項消防費、事業名は消防庁舎建設事業

で、事業費は２億５,５３４万７,０００円でございます。 

  第３表、債務負担行為補正でございます。追加するものは行政事務等包括業務委託で、

多様化する住民ニーズに対応し、住民サービスの向上を図りながら、自ら行政サービス

の効率化を図る目的で、行政事務等包括業務委託の導入を進めていくものでございます。 

  委託業務は、学校教育支援員業務、学校校務員業務、給食配送・スクールバス・町バ

ス運行管理業務、学童保育業務の４業務となります。安定した事業の継続と、現従事者

の就業機会を確保しながら、民間のノウハウを活用した、より質の高い公共サービスを

効率的・効果的に提供し、限られた人員で最大の効果を発揮できるよう包括的に民間委

託を進めてまいります。 

  委託期間は、令和５年度から令和７年度までの３年間としてございます。債務負担の

限度額は労務管理費やリスク管理費を含め、令和５年度では７,６２４万４,０００円、

令和６年度で７,６４６万４,０００円、令和７年度で７,６５０万４,０００円を予定し

ています。 

  続きまして、第４表、地方債補正でございます。変更するものは一般単独事業債で、

限度額を２億９,８２０万円増額の８億１００万円に、臨時財政対策債で限度額を１,８

０９万１,０００円減額の４,１９０万９,０００円にしてございます。 

  なお、補正後の起債の方法、利率、償還の方法につきましては、補正前と同じでござ

います。 

  以上、議案第６４号、令和４年度紀美野町一般会計補正予算（第３号）の説明とさせ

ていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

（総務課長 坂 詳吾君 降壇） 

◎日程第２０ 議案第６５号 令和４年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算 

              （第１号）について 

○議長（伊都堅仁君）    日程第２０、議案第６５号、令和４年度紀美野町国民健康
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保険事業特別会計補正予算（第１号）についてを議題とします。 

  説明を求めます。住民課長、東浦君。 

（住民課長 東浦功三君 登壇） 

○住民課長（東浦功三君）    それでは、議案書の６０ページを御覧ください。 

  議案第６５号、令和４年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）。

令和４年度、紀美野町の国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定める

ところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２,８４４万１,０００万円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１３億７,３６４万２,０００円とする。 

  第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                   令和４年９月６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  それでは、予算に関する説明書の１３ページを御覧ください。説明資料につきまして

は１８ページでございます。 

  歳入でございます。 

  ５款繰入金、２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金２,２４２万円の減額補正で

ございます。これは、令和３年度からの繰越金及び歳出補正に伴う財政調整基金繰入金

の減額でございます。 

  続いて、６款繰越金、１項繰越金、１目前年度繰越金につきましては５,０８６万１,

０００円の増額補正でございます。これは令和３年度から繰越しをするものでございま

す。 

  予算に関する説明書の次のページ１４ページを御覧ください。説明資料は１９ページ

でございます。 

  歳出でございます。 

  １款総務費、１項１目１２節委託料１６万５,０００円の増額補正でございます。こ

れは電算システム改修委託料で、令和４年度から実施されております未就学児の均等割

軽減を国保データベースシステムに反映するための改修費用でございます。 

  続いて、６款基金積立金、１項１目２４節の積立金２,５４３万２,０００円の増額補

正でございます。令和３年度繰越金の一部を財政調整基金に積み立てるものでございま



－３８－ 

す。 

  続いて、７款諸支出費、１項償還金及び還付加算金、３目保険給付費等交付金償還金、

２２節の償還金利子及び割引料で２８４万４,０００円の増額補正でございます。令和

３年度事業費の確定によりまして、見込みにより概算交付されておりました交付金に２

８４万３,０７７円の受入超過額が生じておったため、和歌山県に対し返還をするもの

でございます。 

  以上、議案第６５号の説明といたします。よろしくお願いいたします。 

（住民課長 東浦功三君 降壇） 

◎日程第２１ 議案第６６号 令和４年度紀美野町介護保険事業特別会計補正予算（第２ 

              号）について 

○議長（伊都堅仁君）    日程第２１、議案第６６号、令和４年度紀美野町介護保険

事業特別会計補正予算（第２号）について議題とします。 

  説明を求めます。保健福祉課長、森谷君。 

（保健福祉課長 森谷善彦君 登壇） 

○保健福祉課長（森谷善彦君）    議案６６号について説明させていただきます。 

  それでは、議案書の６４ページをお開きください。 

  議案第６６号、令和４年度紀美野町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）。 

  令和４年度紀美野町の介護保険事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４,５００万１,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１９億１,５８０万４,０００円とする。 

  第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                   令和４年９月６日提出 紀美野町長 小川裕康 

  続きまして、予算に関する説明書の１７ページをお開きください。 

  歳入でございます。 

  ３款２項６目介護保険事業費補助金は、４万４,０００円の増額補正です。介護報酬

改定に伴い、介護事業所台帳システムの改修をする必要がありますが、その改修費の２

分の１が補助されるものでございます。 
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  ４款１項１目、介護給付費交付金は、１０２万８,０００円の増額補正で、前年度精

算に伴う追加交付分でございます。 

  ７款繰入金、１項４目事務費繰入金は、１２４万６,０００円の減額補正です。職員

の異動等に伴うものでございます。 

  ２項１目介護給付費準備基金繰入金は、１,５４３万２,０００円の減額補正です。前

年度繰越金計上により、当初計上していた基金繰入金を減額するものでございます。 

  ８款繰越金、１項１目繰越金は６,０６０万７,０００円の増額補正です。前年度から

の繰越金の確定によるものでございます。 

  続いて１８ページを御覧ください。 

  歳出でございます。 

  １款総務費、１項１目一般管理費は１２０万２,０００円の減額補正です。主なもの

といたしましては、９月末日をもって職員１名が早期退職することによる給与等の減額

と、その補充としてパートタイム会計年度任用職員を臨時的に雇用する必要があるため、

必要経費を計上するものでございます。 

  また１２節委託料では、介護報酬改定に伴い、介護事業所台帳システム改修委託料８

万８,０００円を計上しております。 

  ４款基金積立金、１項１目介護給付費準備基金積立金は、２,２４９万円の増額補正

で、繰越金の額の確定に伴う積立金の補正でございます。 

  続いて、５款諸支出金、１項２目償還金は、２,３７１万３,０００円の増額補正でご

ざいます。これは主に前年度の訪問介護や通所介護の給付実績が見込みより少なかった

ことに伴う返還でございます。 

  以上、簡単でございますが、議案第６６号の説明といたします。よろしくお願いしま

す。 

（保健福祉課長 森谷善彦君 降壇） 

○議長（伊都堅仁君）    以上で本日の日程は全部終了しました。 

  お諮りします。 

  明日７日から１２日までの６日間、議案精読のため休会し、１３日午前９時から会議

を開きたいと思います。 

  御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議長（伊都堅仁君）    異議なしと認めます。 

  よって、そのように決しました。 

 散 会 

  本日は、これをもって散会いたします。 

（午前１１時１７分） 

 


